
三沢市総合振興計画後期基本計画に関する外部検証について 

 

 三沢市総合振興計画後期基本計画について、実施計画の内部検証結果を基に、三沢市

行政改革推進委員会（以下「委員会」という。）において、外部検証を行った。検証作

業は、後期基本計画の最重要目標である定住人口の確保という視点から実施された。 

 検証の過程や検証結果は以下のとおり。 

 

１．検証方法 

 今年度の検証は、後期基本計画の６つの基本方針のうち、「Ⅰ．健康で助け合うま

ちづくり」、「Ⅳ．働き暮らせるまちづくり」、「Ⅴ．生活に便利なまちづくり」を特に

重点的に審議した。 

 検証作業としては、検証シートの検証と関係課へのヒアリングにより実施し、基本

方針ごとに、委員会としての意見と提言・提案としてまとめた。 

 なお、検証対象とした３つの基本方針は、委員会において選択したものである。 

 

 

２．検証状況 

 ・第１回委員会（７月９日） 

   検証対象とする施策の選択、検証方法の決定等 

 

 ・第２回委員会（７月２３日） 

   検証シートの検証・審議、質問事項の取りまとめ等 

 

 ・第３回委員会（８月２８日） 

   ヒアリングの実施（家庭福祉課、健康推進課）、意見集約 

 

 

３．外部検証結果 

  外部検証結果については、次のとおり。（次ページ以降） 

  



Ⅰ．健康で助け合うまちづくり 

健康推進関係の施策・事業については、毎年度、新たな事業を展開するなど改善され

ており、評価できる。今後は、健康増進や短命打開に繋がるデータ等をしっかりと分析

したうえで、大きくより具体的な目標や方向性を明らかにし、関係課の連携を図りなが

ら、より成果があがるよう取り組んでいただきたい。 

また、子育て支援策については、当事者（子育て世代・家庭）を含めた市民の声を聞

く機会を設け、ニーズや現状にあった取組みを進めていただきたい。 

No 提言・提案 

１ 

「（仮称）子ども館」の建設にあたっては、建設前に、対象となる世帯などから

声を聞くなど、より使いやすく機能的な施設となるよう配慮していただきたい。 

また、この施設の建設予定地を考えると、広さが十分ではない気がする。隣の

「働く婦人の家」の活用や連携も図るよう検討をしてほしい。 

２ 

ゲートキーパー養成講座を始めたことは良いことである。ただ、昨年度の対象

者・参加者は比較的、年齢層が高い人（団体）が多かった。ＰＴＡをはじめ、子

育て世代などの若い人に声をかけ参加してもらう形で、事業を実施していただき

たい。 

３  ゲートキーパーを育成するだけではなく、活躍する場を設けていただきたい。 

４ 
 自殺予防等に関する事業の対象を大人だけではなく、子どもたちも対象にすべ

きではないか。 

５ 

 子どもの心の健康づくりやケアについては、教育委員会と連携して行っている

のか。これらに限らず、関係課で連携して、より効果的な事業展開を検討したり、

一本化したりする必要があるのではないか。精査・検討していただきたい。 

６ 

 短命対策で、成果をあげている自治体がある。そういった先進自治体の取組み

を参考に、保健相談員をはじめとした組織のあり方などを検討・見直しをすべき

ではないか。 

７ 

 生活習慣病などの正確な数値を把握することは難しいとのことであるが、後期

高齢者に絞るなどすれば、病気の割合や１人当たりの医療費などは把握できるの

ではないか。実際にそのような自治体もあることから、三沢市でも具体的なデー

タの算出やそれらを用いた取組みを実施していただきたい。 

８ 

 健康推進モデル地区を設定し、習慣的な運動や健康指導を行い、どの程度効果

があるか分析をするとともに、目に見える効果として、市民に運動や健康意識の

重要性をＰＲしてはどうか。 

９ 
 「あんしんネット」は、非常に良い取組みだと思う。ぜひ、指標にも設定し、

登録数が増えるよう取り組んでいただきたい。 

 

  



Ⅳ．働き暮らせるまちづくり 

 起業家の育成・支援や企業誘致について、一定の成果をあげていると感じる。今後に

おいても、若い世代が地域の中で活躍し、また地域に根ざした産業が発展していくよう、

金銭面に限らず、中長期的な支援を継続して実施していただきたい。 

 さらに、中心市街地の活性化や観光施策についても、様々な課題はあると思うが、関

係機関・団体等と協力し、活気のあるまちづくりが進展するよう、様々な角度から検証・

検討を行ったうえで、各種施策等に取り組んでいただきたい。 

No 提言・提案 

１ 

休日歩行者量を増やし、日常的な活気を生むため、例えば、スカイプラザ周辺

で、日曜の午前中などに朝市やアメリカ風のマーケットを開催するなどしてはど

うか。 

２ 

市街地に駐車場が少なく、観光バスの駐車・降車場もない。また、観光バス単

位で、たくさんの観光客が一度に飲食できるところがない。 

総合体育館の跡地の利用も含め、こういった部分を今後検討していただきたい。 

３ 
 道の駅などを活用して、何が売れるのかや消費者ニーズなどを検証し、地元産

品の販路拡大や販売促進に繋げてはどうか。 

４ 
 三沢産の農水産物（加工品等含む）が揃っていて、買い物できる場所があれば

良い。 

５ 

 三沢空港等を旅行会社のツアーに利用してもらうだけではなく、三沢産の農水

産物を買ってもらったり、消費してもらうよう、関係団体等とも協力して取り組

んでいただきたい。 

６ 

 平成２８年度に寺山修司記念館の収蔵庫を作る計画があるが、収蔵するだけの

倉庫を作るのはもったいない。展示ができたり、他の機能を併設するほうが効果

的ではないか。 

７ 起業家の育成が、より雇用の増加に繋がるよう頑張っていただきたい。 

８ 
 三沢には、貴重な人材がたくさんいる。こういった人材を活用する仕組み（人

材バンク）を構築してはどうか。 

９ 
 企業誘致や生活環境整備については、今以上に、三沢市の地理的メリット・デ

メリットを検証・把握したうえで、施策を展開するべきであると考える。 

10 

 民間が担うべき部分に行政があまり関与すべきではないと考えると、メガソー

ラーを断念したことは、賢明な判断である。スカイプラザや中心市街地について

は、早く独立して運営・発展できるよう、これまでの取組みや現状、今後の動向

等をしっかりと分析・検証したうえで、方向性を決めていくべきではない。 

 

 

  



Ⅴ．生活に便利なまちづくり 

 市の人口を維持・増加させていくことが最重要課題の１つである。全国各地で、様々

な定住・移住に関する取組みが行われているにもかかわらず、この分野に関する三沢市

の取組みが見えてこない。若い世代を中心に、三沢市を居住地として選択してもらえる

ための事業を積極的に展開すべきである。その際には、関係機関・団体等と連携・連動

した取り組みが望まれる。 

 また、市民のニーズや社会情勢に応じて、住宅や生活環境に関する施策を定期的に検

討・見直し、魅力ある街作りの提案を続けていく必要があると考える。 

No 提言・提案 

１ 

 定住・移住に繋がる事業がほとんどない。企業誘致の重要さは理解しているが、

誘致企業への支援や助成は手厚いが、市民側への支援が足りないのではないか。 

新しい宅地供給の計画があるということだが、転入して家を建てる人への助成な

ど、三沢市に住みたいと考えている、特に若い人を後押しするような、定住促進

に関する事業を早急に検討・実施すべきと考える。 

２ 

「主婦が住みたい街ランキング 北海道・東北ブロック第１位」という横断幕を

作って庁舎に掲げるなど、三沢市の住みやすさや魅力を発信していく必要がある

のではないか。 

３ 

 市営住宅を建替える場合、現在の場所に建替えることが多いように感じる。他

の場所も検討していると思うが、今後においては、地域の活性化や利便性なども

含めて、検討をしていただきたい。 

４ 

 入居希望者が多数いることから、市営住宅の建替え等を進めるのだと思うが、

空き家となっている民間アパートや住宅を活用するなどして、入居者を減らすよ

うな取組みはできないのか。民間のアパートを市営住宅として活用するのが難し

いということであれば、助成制度を創設して、民間のアパート等に住んでもらい、

市営住宅の数が減れば、維持管理費も削減できるのではないか。 

５ 
 青い森鉄道と新幹線とのアクセス向上に向けた取組みを継続して実施しても

らいたい。 

６ 

 「高速交通網の整備」がどのように「生活に便利なまちづくり」に繋がるのか、

市民からわかりづらい。他の分野との関係性により便利さが生まれてくると思う

が、そういったところを、丁寧に説明していく必要がある。 

 


